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講演内容 

 進行尿路上皮がん（大部分は膀胱がん）患者の治療は近年他のがんと同様に、化学療法と免疫チ

ェックポイント阻害剤との併用治療にパラダイムシフトされつつありますが、転移・再発例の治療予後

は未だ不良です。私達は免疫チェックポイント阻害剤のペムブロリズマブ治療を行なった患者の治療

前の末梢血液データから算出する血小板/リンパ球比 (PLR, platelet-to-lymphocyte ratio) の

高値が予後不良と関連することを報告しました。血小板増多と治療予後不良との関連は多くのがん

で報告されており、血小板はがん微小環境において増殖因子の直接的な供給源になりうると考えら

れます。私たちは膀胱がんの治療抵抗性における血小板由来増殖因子受容体(PDGFR)とその下流

の転写因子 STAT3 とのカスケードがもつ機能的役割と、これを標的とした治療が予後改善に期待で

きる可能性に着目して一連の研究を行っています。 
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